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＜連絡事項＞
・受け持ち患者の看護計画評価やクリパス評価を忘れずに行うようにしてください。
・各ユニットリーダーは医療機器や医療ガスの点検簿にサインを忘れずにしてください。入力項目に関しては各パソコンにメモを貼っているので、それを確認して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・野田　敏治様～7/13ケア会議実施予定。時間は何時でも対応可能とのこと。担当看護師、担当PSWに確認し折り返し連絡する事としている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・野田　裕樹様～終日隔離中。各食1/4～1/2摂取。服薬の拒否は無い。隔離解除の希望聞かれており、説明にも理解の乏しさ見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～外泊より帰院、終日隔離再開となる。書き物をして過ごされている。不穏
さや迷惑行為無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善
できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。特定男性患者様との交流見られている。他者トラブル無く経過。幻聴や妄想に左右された発言は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。両手浮腫持続している。経管栄養トラブル無く経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。エンシュアに対して被毒妄想発言あるが、拒否無く飲用されている。危険行為無く経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・坂本　富也様～介助にて1/3～1/2摂取。軽度むせ込み見られている。上肢の体動活発。バイタルサイン異常無し。
・玉岡　公子様～特定女性患者様の衣服を脱がせようとする事あり。介入に対し易怒性は無いが、多弁さ見られている。
＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～自室にて臥床して過ごされている。易怒性や妄想発言はない。
・宮古　喜久代様～服薬拒否無く応じている。易怒性や興奮無く対応穏やか。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：6月22日 15:14

氏　　名：金濱　しほ様

生年月日：昭和4年11月22日　89歳

病　　名：脳血管性認知症

性　　別：女性

主治医　：馬渡Dr(入院時：田名部Dr)

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟合併症室

　(経過）

　定期的な外来通院、南陽館利用、南山苑ショートステイ利用していた。

　6月20日、21日に南山苑ショートステイ利用。6/21就床前迄は疎通図れていたが、今朝
覚醒状態不良で反応が全くなかった為八戸市民病院へ救急搬送となる。同院にて頭部CTに
異常所見なくベンゾジアゼピン系薬剤での意識障害が考えられるとの診断あり。同院にて
治療行い意識状態は改善するが、自宅では受け入れできないとの事で、R1.6.22 15:14東合
併症室へ医療保護入院となる。

※家族洗濯
※売店利用しない
※覚醒状態改善次第退院予定
※過鎮静のため6/22は内服無し。6/23朝より内服再開。
